
阪神地区特集「ふれあい感動文教住宅都市西宮」

観
光
資
源
生
か
し
活
性
化

辰馬章夫会頭西宮商工会議所

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
観
光
を
通
じ
て
ま
ち
の
魅
力

を
発
掘
し
地
域
経
済
の
活
性
化

と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

目
指
し
、
西
宮
商
工
会
議
所
が

呼
び
か
け
た
西
宮
ま
ち
旅
博
覧

会
実
行
委
員
会

西
宮
市
、
西

宮
商
工
会
議
所
、
西
宮
観
光
協

会
、
西
宮
観
光
旅
館
協
同
組
合

等
で
構
成

が
組
織
さ
れ
、
２

０
１
１
年

月
よ
り
西
宮
市
内

全
域
に
お
い
て
、
「
西
宮
・
ま

ち
を
旅
す
る
博
覧
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
平
成

年
度
の
兵
庫
県
の
調

査
で
は
、
来
客
数
は
神
戸
市
の

３
１
９
３
万
人
に
次
い
で
西
宮

市
が
１
２
４
４
万
人
で
、
県
下

２
番
目
の
魅
力
あ
る
ま
ち
と
の

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
西
宮
市

は
「
阪
神
甲
子
園
球
場
」
や

「
西
宮
神
社
」
だ
け
で
な
く
、

「
食
」
「
文
学
・
歴
史
」
「
産

業
」
「
ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
」
と

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
多
彩
な
魅
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
彩

さ
に
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し

て
の
価
値

魅
力

を
付
加

し
、
西
宮
の
ま
ち
を
市
民
や
多

く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
の
が
「
西
宮
・
ま
ち
を
旅
す

る
博
覧
会
」
で
す
。
西
宮
を
５

エ
リ
ア
に
区
分
け
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
い
か
し
つ
つ
、
自

然
、
文
化
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

巡
る

の
「
ま
ち
あ
る
き
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
や
紙
す
き
、
和
ろ
う

そ
く
づ
く
り
、
酒
蔵
見
学
な
ど

を
体
験
す
る

の
「
ま
ち
な
か

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
「
西

宮
の
魅
力
再
発
見
」
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
、
西
宮
の
「
本
物

感
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
発
売
後

日
程
で
７
割
が
完
売
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
西
宮
市
全
体
が
博
覧
会
場
と

な
る
「
西
宮
・
ま
ち
を
旅
す
る

博
覧
会
」
に
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

阪
神
間
で
人
口
ト
ッ
プ
に

　
阪
神
地
域
は
大
阪
と
神
戸
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
都
市
群
か
ら
な
る
。
大
阪
平
野
の
東
一
帯
か
ら
北

へ
三
田
方
面
ま
で
含
ま
れ
、
兵
庫
県
は
こ
の
う
ち
尼
崎
、
西
宮
、
芦
屋
の
各
市
を
南
阪
神
、
伊
丹
、

川
西
、
宝
塚
、
三
田
の
各
市
と
猪
名
川
町
を
北
阪
神
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
県
民
局
を
置
く
。
大
阪
へ
の

通
勤
圏
と
い
っ
た
共
通
項
を
持
ち
な
が
ら
歴
史
や
文
化
、
産
業
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
尼
崎
、
西

宮
、
芦
屋
、
伊
丹
、
宝
塚
と
内
外
に
広
く
知
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
都
市
が
集
ま
っ
て
い
る
。

西
宮
市再開発で新都市出現

跡地利用あり方提案大手ビール工場来夏閉鎖受け

２
０
１
２
年
８
月
に
閉
鎖

予
定
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮

工
場
　
阪
急
西
宮
北
口
駅

周
辺
再
開
発
地
の
大
型
商
業

施
設
「
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
」

　
南
北
阪
神
を
あ
わ
せ
た
広
さ
は

約
６
５
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
人

口
約
１
７
５
万
人
。
広
さ
は
全
県

面
積
の
７
・
７
％
だ
が
、
人
口
は

％
強
を
占
め
る
。
各
市
町
と
も

緩
や
か
で
は
あ
る
が
人
口
増
加
を

み
せ
て
き
た
中
で
、
産
業
再
編
の

進
む
尼
崎
市
な
ど
減
少
気
味
な
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
尼
崎
も
大

阪
ベ
イ
エ
リ
ア
の
一
角
を
占
め
る

南
部
地
域
へ
の
企
業
進
出
や
Ｊ
Ｒ

尼
崎
駅
周
辺
の
再
開
発
な
ど
で
急

速
に
盛
り
返
し
て
い
る
。

　
尼
崎
に
代
わ
り
阪
神
地
域
ト
ッ

プ
の
人
口
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
西
宮
市
。
近
年
も
市
都
心

部
北
に
位
置
す
る
阪
急
西
宮
北
口

駅
周
辺
の
再
開
発
が
進
み
、
県
の

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
や
大
学

な
ど
の
文
化
学
術
施
設
、
阪

急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
な
ど
の

大
型
商
業
施
設
、
何
棟
も
の

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
立
地
す

る
新
都
市
が
出
現
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
こ
こ
へ
き
て
西
宮

北
口
か
ら
南
へ
下
が
っ
た
国

道
２
号
線
沿
い
で
、

年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮

工
場
の
う
ち
ビ
ー
ル
製
造
部
門
の

万
２
０
０
０
平
方

が
、
２
０

１
２
年
８
月
に
閉
鎖
に
な
る
。
市

街
地
に
広
大
な
未
利
用
地
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
跡
地
活
用
の
あ

り
方
を
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、
新
た
な

利
用
者

買
い
手

な
ど
と
と
も

に
考
え
た
い
と
し
て
西
宮
市
も
９

月
半
ば
に
「
跡
地
活
用
提
案
書
」

を
ま
と
め
発
表
し
て
い
る
。

　

年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
西
宮
市
内
も
南
部
地
域
を
中

心
に
か
な
り
被
害
を
受
け
た
。
そ

れ
ら
の
被
災
地
も
大
部
分
は
商
業

・
住
宅
地
域
と
し
て
整
備
し
な
お

さ
れ
、
西
宮
北
口
地
域
の
よ
う
に

阪
神
間
の
新
た
な
居
住
区
と
し
て

市
域
へ
の
人
口
流
入
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　
し
か
し
阪
急
が
南
北
と
東
西
。

東
西
に
は
Ｊ
Ｒ
、
阪
神
も
並
走
す

る
交
通
機
関
な
ど
か
ら
少
し
ず
れ

る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
用
地
な
ど
に

想
定
さ
れ
な
が
ら
空
き
地
の
ま
ま

残
る
土
地
も
多
い
。
こ
ん
な
状
況

の
中
で
新
規
居
住
者

な
ど
の
幼
児
や
児
童

が
通
う
教
育
施
設
の

不
足
な
ど
も
顕
在
化

し
て
い
る
。

　
西
宮
市
の
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
西
宮
工
場
跡

地
活
用
提
案
で
は
同

ビ
ー
ル
工
場
と
、
そ

の
北
に
隣
接
す
る
阪

急
西
宮
北
口
駅
周

辺
、
東
の
官
庁
や
経

済
団
体
施
設
が
集
ま

る
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
西
宮

駅
周
辺
、
南
の
阪
神

・
阪
急
今
津
駅
周
辺

で
囲
む
西
宮
の
市
街

中
心
域
を
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ゾ
ー
ン
」
と

名
付
け
て
い
る
。

　
同
工
場
の
閉
鎖
が

間
近
に
な
る
に
従

い
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ゾ
ー
ン
を
核
と
す
る

総
合
的
な
都
市
活
性

化
議
論
が
盛
り
上
が

っ
て
き
そ
う
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月１４日 金曜日 　　


